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1．はじめに
　近年の消費者行政の大きな出来事として、平成24
年8月に交付された消費者教育の推進に関する法律
と平成26年6月の消費者安全法の改正が挙げられ
る。消費者教育推進法では、「消費者市民社会」の
定義として、「個々の消費者の特性及び消費生活の
多様性の相互尊重」が挙げられている。また、消費
者教育については、「消費者が主体的に消費者市民
社会の形成に参画することの重要性について理解及
び感心を深めるための教育を含む」と明示されてい
る。一方、消費者安全法の改正では、不当景品類及
び不当表示防止法の改正と合わせて提示されてお
り、景品表示法と消費者の安全確保の関連性の深さ
を示している。商品の表示について、食材の表示と
使用した実物とが異なっている報道が多くみられた
のは周知の通りである。消費者庁は、地方の消費者
行政の体制整備と、事業者の的確な表示を始めとす
るコンプライアンスの確立、消費者教育の推進を図
る方向性にある。また、高齢者の消費者被害及び二
次被害も多い現状はよく知られており、過疎が進む
島根県内では、特に高齢の消費者見守ることが求め
られている。
　前報１）では、Underserved　Consumer（行政
サービスの行き届いていない消費者）である「買い
物弱者」の状況と希望を探った。具体的には、「宅
配」、「移動販売車」、「店舗」、「買い物への思い」、「学
生が参加できること」の5つの角度から検討を行っ
た。本報では、浜田市民の実際の購買行動に着目し、
消費者意識を明らかにすることを目的としている。
2．研究方法
　研究方法は前報と同様に、行政の各部署から現況
について聴き取りおよび現地踏査を行った後、市内
にある全5支所のご協力を得て、留め置き法による
アンケート調査を実施し結果を分析した。アンケー
ト調査の調査票の配布時期は、平成23年9月～ 11
月であり、一部郵送回収を行った。総配票数740、
回収数525、有効回収数515で、有効回収率は69.6％
である。尚、調査票のデータ分析については、主に
統計ソフトPASW（SPSS）を用いた。
　尚、現地の店舗については、平成23年6月に旭エ
リアの店舗「まんてん」で実地及びヒアリング調査
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を行った。金城エリアはスーパーマーケット「キヌ
ヤ」、浜田エリアはスーパーマーケット「プリル」
と浜田駅一階市民サロン内にある浜田市観光協会の
特産品販売所へ行った。同年７月には、三隅エリア
のスーパーマーケット「サンプラム」と、共同青果
「JAいわみ中央」へ、弥栄エリアでは「永井商店」
と「ふるさと体験村」内にある物販コーナーを訪問
した。
３．調査結果と分析
１）アンケート調査対象者の属性
　調査対象者の年代は、20代から90代までおり、そ
のうち70代が３割を占めている。（図１）また、75
歳以上の後期高齢者は37.2％、65歳以上74歳未満の
前期高齢者は23.2％、64歳以下は39.6％であった。
　次に無職の割合は57.6％となっており、就労者の
ように通勤時のついでに買い物をするということは
難しいと思われる。（図2）
　利用している交通手段の状況についてみると、バ
ス、タクシー、JRの利用については、「利用しない」
割合が高く、利用する場合は「月１回ぐらい」の者
が多い。（図３）
　また、自家用車が無いという回答については
17.2％であった。
2）宅配による買い物に関する消費者意識
　行政サービスが行き届いていない場合、行政サー
ビス自体が用意されていないケースと、行政サービ
スはあるにもかかわらず、何らかの理由で利用して
いないケースが考えられる。
　浜田市が行政施策として講じている「いきいき配
食サービス」いう昼食用の弁当の配達がある。65歳
以上の一人暮らしまたは昼食の確保が困難な高齢者
世帯が利用可能である。利用者は、一食あたり原材
料費分の400円を事業者に支払う。行政側の財政負
担が生じている現状を考えると、消費者側にはメ
リットのある制度と言える。しかしながら、「利用
している」という回答が僅かに1.6％、「知らない」
という回答が74.4％に達していた。尚、居住してい
る支所別の差は見られなかった。サービスの内容の
吟味も大切であるが、まずは、周知体制を整えるこ
との重要性が示唆された。
　次に宅配の食事に関する買い物について、食材と
弁当や惣菜の配達についてニーズを探った。（図４）
図1　回答者の年代（N=495）
図３　バス・タクシー・ＪＲの利用状況
図4　宅配による食事の買い物の希望（N=326）
図2　無職者の割合（N=490）
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両方ともを宅配により買いたい者が約四分の一いる
ことがわかった。
　具体的な宅配による食品の購入希望品については
複数回答可の自由記述で問うた。飲料では、牛乳が
多く、他には、ビール、焼酎、飲料水がみられ、ジュー
スという回答はわずかであった。今回の調査では尋
ねていないが、現在の明治乳業の戸別配達では、牛
乳及び乳飲料に加え、加工食品の配達が行われてい
る。孤独死のサインとして新聞が何日分も郵便受け
に溜まっていると近隣住民が気付き発見されること
がある。民間の事業者が多数参入している高齢者向
け弁当の配食サービスで見守り料金も含まれている
ものと同様に、毎日あるいは数日に一度の乳飲料の
配達を受け取ったかどうかが、高齢者の見守りにつ
ながると考えられる。
　次に食品についてみると、炭水化物では米の方が
パンより宅配による購入希望が多かった。植物性た
んぱく質として、納豆の記述はほとんど見られない
のに対し、「豆腐」の記述は非常に多かった。動物
性タンパク質は、魚・肉・卵が挙げられていたが、
具体的な動物や魚の名称は記載されていなかった。
野菜、果物についても種類にまでは言及されていな
かったが青野菜、旬の物という記述は見られた。調
味料に関するニーズは非常に高かった。醤油、味噌、
砂糖、油、酒、みりん、酢、マヨネーズ、塩が挙げ
られていた。他には、惣菜、冷凍食品、加工食品、
菓子、乾物、地元の魚粉、無添加のものという記述
があった。宅配で頼むものとして「重くて下げて帰
るのに大変な食品」とあるように、調味料の中でも
大きめの瓶を思い描いていると推測される。
　尚、日用品に関する買い物の希望については前報
に記載した通りである。
３）移動販売車による買い物に関する消費者意識
　移動販売車で購入したい食料品は、前述の宅配で
購入したい食品と似た記述がみられる。傾向として
は、宅配の希望に比べると、調味料の希望が減って
いて、どちらかというと傷みやすい食材が多く見ら
れた。また、宅配と異なる点としては、「その場で
見て買う」、「その時による」という回答も見られた。
その一方で、「利用したことがないのでわからない」
という回答もあり、一度、移動販売車による買い物
体験を検討すると、意識が変わると思われる。また、
惣菜類では、唐揚げやフライの記述は見られないの
に対し、天ぷらがあった。他に、佃煮、練り製品、
干物、麺類という少数回答もあった。それ以外に多
い解答としては、宅配同様に牛乳、移動販売車では
特に魚の購入が圧倒的に多く、他に、肉、卵、野菜、
パン、そしてここでも「豆腐」の希望は非常に多かっ
た。また、弁当という記述も見られた。
４）地産地消に関する消費者意識
　市民の居住地に対する意識を明らかにするため
に、地産地消の面から探った。食品購入時に意識す
る生産地について、合併前の居住市町村にあたる自
治区産、浜田市産、島根県産、国産、産地は見ない
に分けて聞いた。（図5）
　地元産の品を消費したいという意識が高いもの
の、現実には○○県産までの表記の品が店頭に並ぶ
ことが多いため、浜田市産や、各自治区産というよ
うな、より細密な表記があれば、より購買する確率
が高まると予想される。
　続いて、浜田市の生産物や加工食品で自慢の美味
しい物は何かを尋ねた。また、併せてその召し上が
り方についても聞いた。中には、浜田市産では無い
品の可能性のあるものも含まれているが、本人の記
述をそのまま掲載した。記述数が多いのは「のどぐ
ろの煮付け」であった。「全国へ自慢するような物
品はないと思う」という辛辣な意見も見られた。浜
田市民自慢の美味しい物の分類としては、魚・貝・
海草・魚練り製品・豆・野菜・果物・炭水化物・菓子・
加工食品・飲料であった。地元の食材への消費者意
識として海産物が大きな位置づけを占めている。
図５　食品購入時に意識する生産地（N=424）
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　回答数は少ないものの、地域特性を示している回
答としては、弥栄エリアがどぶろく特区に指定され
ているため、「どぶろく」、金城エリアはぶどうのピ
オーネの産地のため、牛乳に「ピオーネ酢」を混ぜ
て飲むという飲料の回答があった。他には、弥栄で
は、「焼き米」や、「そば」の記述は見られた。金城
の「わさびの葉寿司」、まんじゅう、浜田の「国分
の一年間使用できる塩分控えめのわかめ」、旭の「赤
梨」や、「松風堂のチーズケーキ」等が限定された
回答であった。究極の地産地消意識として「自分の
家で作ったお米」という強い思い入れの記述があっ
た。また、島根県の農業試験場で生まれたブロッコ
リー交配による「あすっこ」をボイルしマヨネーズ
を食べるという回答も見られ、浜田市のという問い
に対する消費者の意識が、近所から県域と幅広い。
　豆製品については、先述の通り宅配及び移動販売
者での購入希望品に豆腐のニーズが高かったことを
反映し、あんかけ豆腐、湯豆腐、鍋、冷や奴と記述
量も多かった。他には黒大豆の煮物や餅餡の小豆や
味噌という記述であった。
　浜田市以外では、あまり日常的な食品としては販
売されていない魚のすり身と唐辛子を混ぜ、さつま
揚げのように加工した「赤天」については、市民の
購入後の工夫にバリエーションが見られた。もちろ
ん、そのまま食べるという回答もあったが、調理方
法としては、あたためる、焼く、炙る、トースター、
天ぷら、揚げるという記述あり、使用する調味料と
しては醤油、わさび、マヨネーズという回答があっ
た。多様な食べ方について、浜田市民へは不要な説
明であるせいか、他の地域からの来訪者がわかるよ
うな表示は、各支所にある店舗での現地調査では見
あたらなかった。
　特筆すべき消費者意識としては、海産物、特に魚
に関する回答の量と質の豊富さである。浜田市の水
産ブランド“どんちっち”は、「のどぐろ」と「ア
ジ」と「カレイ」の三種類がある。のどぐろについ
ては、煮付けが最も多い回答で、他には、刺身、た
たき、塩焼き、干物、味醂干しをレンジで、一夜干
しを焼く、ふりかけ等の食べ方であった。アジにつ
いても似通った回答で、刺身、たたき、焼く、塩焼
き、煮物、干物、味醂干し、南蛮漬け、三杯酢、骨
に片栗粉をまぶし塩を少し油で唐揚げ、ふりかけ等
の記述であった。カレイについては、一夜干し、一
夜干しを油で唐揚げ、干物を天ぷら、干物の冷凍を
焼く、煮付けであった。主要三種類以外の魚に関す
る回答は、いわしの干物、ばとうのフライ、イカの
煮付け、イカ飯、するめ、イカ焼き、甘鯛、ふぐの
味醂干しを炙る、ふぐ鍋、ぶりの刺身、かます、さ
より、鮭を焼いてポン酢、鯖寿司、塩鯖、鯖の味醂
干し、秋鯖の味噌煮、鯖の煮付け、鯖のフライ、干
し鮎の出汁という回答が見られた。
　また、肉についての記述がほとんど見られなかっ
たことからも、海の幸と山の幸の両方に恵まれてい
る浜田市においては、水産業が消費者に与える影響
の大きさがうかがえる。
5）消費者のための店舗づくり
　実店舗の調査として、旭エリアの所謂公設民営の
店舗「まんてん」の関係者に話を伺った。近隣住民
が自宅の畑で朝取れた野菜をすぐに販売できる仕組
みが整っておりPOSシステムによる商品管理が行
われている。販売時点商品管理システムと呼ばれる
POSのおかげで生産者は、出荷量の調整の判断が
しやすく、店舗運営者は売り上げ状況の管理作業が
捗る。この店はコンビニで取り扱うような商品も置
かれていて、特にカップ麺の棚が多く設置されてい
た。また、衣料品の販売やクリーニングを取り扱っ
ており商品やサービスの種類が多いのが特徴であ
る。この店舗では、フードマイレージが短い上に、
生産者が出品した商品とは異なる商品を一消費者と
して購買行動を行うので、消費者と生産者が非常に
近い事例である。
　金城エリアのスーパーマーケットでは、浜田市産
の紫たまねぎをはじめとする青果が目立つように販
売されていた。浜田エリアの店舗では浜田市産の柚
餅子や赤天、ふぐみりんが販売されていた。柚餅子
は地域によって材料と製法が異なり、消費者が商品
を誤認する可能性が高い。島根県内でも松江市の和
菓子としての柚餅子と、浜田市の少しずつ食べる柚
餅子は、柚を使用しているものの全く違う食感と味
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覚である。岩手県の柚餅子は柚の全く入っていない
胡桃の載った餅菓子である。三隅エリアでは、柿酢
を奨められた。また、黒豆の煮物を混ぜたおにぎり
が一般的ということを三隅の方から聞き、実際に販
売されていた。地域の消費生活の文化を大切にする
ことで、コンビニとの差異化が図られている。弥栄
のふるさと体験村では、たけのこ堀りのイベントが
行われており、物販コーナーで干したけのこが販売
されている。たけのこは旬が短く、ドライ加工によ
り年中味わえる。例えば、北日本では竹や笹自体が
育ちにくく、たけのこも直径１～2㎝程の姫竹がほ
とんどである。弥栄では当たり前のようにあるクマ
笹からお茶を作っているが、地域の気象や土壌条件
の恵を活用した事例といえる。
　商品購入時の支払い方法の問題点として、浜田市
観光協会の浜田市産の品物の物販コーナーでの支払
いは平成24年2月の時点では電子マネー及びクレ
ジットカードによる支払いができなかった。大手コ
ンビニエンスストアでは、支払いに電子マネーやク
レジットカードによる支払いが可能であり、現金払
いをするよりもポイントが付与される特典があるこ
とや、現金を持ち歩かなくてよい利便性がある。同
じ中国地方でも広島市内では、バス内での電子マ
ネーの支払いのみならずチャージが可能であること
を考えると、都市部からの来客者への売り上げ増の
ためには、現金以外の取引方法に関する検討の余地
がある。
4．まとめ
１）総括
　消費者意識について、宅配による買い物、移動販
売車による買い物、地産地消について、実店舗の現
状を踏まえて探った。その結果、浜田市では自治区
別の地域特性が、消費者意識に反映されていること
が明らかになった。全国の平成の大合併では、合併
により公平性や平等性を追求することを重要視する
自治体もある。しかしながら、合併前の地域特性
を、逆にそれぞれ大事にしていく方向性も検討する
必要性があると考えられる。また、前報での日用品
に関する調査結果では、浜田市らしい品というのは
あまり見られなかったのに対し、食料品の購買行動
おいては浜田市だからこそ得られるような回答が見
られ、同じ消耗品であっても消費者意識に果たす役
割は異なると考えられる。
2）今後の課題
　はじめに述べたように国の消費市民社会の定義で
ある個々の消費者の特性については一部分を明らか
にできた。また、消費生活の多様性の相互尊重につ
いては、現在の自治区単位の特性を大切にすること
で一定の範囲において実現可能と考えられる。
　次の段階としては、国の掲げる消費者が主体的に
消費者市民社会の形成に参加することへの意識醸成
が求められる。市民が主体的にできることの一つと
して購買行動を捉え、普段の買い物に対しての自分
の行動と社会との関係について考える機会が必要で
ある。そのためには、消費者が行政及び事業者に対
して主体的に意向を伝えることと、販売者側による
購買行動を行うための仕組みづくりが今後の課題で
ある。
　尚、平成23年度浜田市と島根県立大学との共同研
究事業の「買い物弱者のための住生活支援策」とし
て取り組んだ内容を踏まえ、本研究の一部について
は、平成24年5月に一般社団法人日本家政学会第64
回大会において発表した。
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